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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
る

際
に
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
な
の
だ
が
、
横
断
歩
道

の
標
示
な
ど
が
消
え
か

か
っ
て
危
険
な
場
所
が
あ

る
。
道
路
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。

建
設
部
長　

国
、

県
、
市
の
道
路
管

理
者
が
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
除
草

作
業
に
つ
い
て
は
、
年
２

回
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
か
ら
、
道
路
里
親
制
度

を
導
入
し
、
清
掃
・
除
草

作
業
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

歩
車
道
ブ
ロ
ッ
ク
脇
に

堆
積
し
て
い
る
土
砂
等
の

現
時
点
で
の
大
和

駅
北
地
区
へ
の
資

金
投
入
額
は
、
病
院
関
係

費
約
67
億
円
を
含
め
約
１

０
０
億
円
に
の
ぼ
る
。

　

今
後
、
市
は
幾
ら
お
金

を
入
れ
る
の
か
。

　

市
長
は
先
の
市
長
選
時

の
私
と
の
公
開
討
論
で
、

「
今
回
買
え
な
か
っ
た
27

大
和
駅
北
開
発

今
後
の
予
定
は
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除
去
作
業
を
予
定
し
て
お

り
、
根
本
的
な
雑
草
対
策

を
実
施
し
、
通
学
路
の
安

全
性
を
図
り
ま
す
。

道
路
網
の
整
備
の

件
だ
が
、
南
北
方

向
は
よ
く
な
っ
て
い
る

が
、
東
西
方
向
が
手
薄
に

な
っ
て
い
る
。
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

市
長
公
室
長　
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
を

東
部
地
区
の
羽
黒
駅
ま
で

の
延
線
は
、
市
を
東
西
に

つ
な
ぐ
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
の
羽

黒
駅
が
あ
り
、
大
和
駅
か

ら
徒
歩
で
さ
く
ら
が
わ
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
、
ま
た
下

館
駅
か
ら
は
市
バ
ス
で
県

西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
へ
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
巡
回
バ

ス
（
15
人
乗
り
程
度
）
の

運
行
、
東
部
地
区
（
羽
黒
・

猿
田
方
面
）
を
経
由
し
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
外
の
部
分

も
含
め
、
地
権
者
の
皆
様

に
ご
協
力
が
得
ら
れ
れ

ば
、
こ
こ
に
７
４
０
戸
の

住
宅
を
つ
く
り
、
人
口
減

を
食
い
と
め
た
い
」
と
も

話
し
て
い
る
。

総
合
戦
略
部
長　

今
後
の
事
業
費
は

27
億
３
７
０
４
万
円
（
道

路
・
調
整
池
・
公
園
）
に

な
り
、
そ
の
う
ち
合
併
特

例
債
が
23
億
７
３
４
０
万

円
で
す
。
そ
れ
以
外
の
住

宅
部
分
等
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
民
間
資
本
の
方

で
開
発
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

上
曽
ト
ン
ネ
ル

昨
年
の
市
長
選

時
、
市
長
は
、
事

前
に
議
会
で
承
認
し
て
い

た
県
が
認
め
た
１
１
０
億

円
で
の
建
設
計
画
に
対

し
、
新
た
に
「
幅
が
１
・

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
に
接
続

す
る
形
で
検
討
し
て
い
ま

す
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
時
間
の
延
長
や
エ
リ
ア

拡
大
は
、
時
間
帯
内
で
戻

る
の
が
難
し
い
の
で
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

５
メ
ー
ト
ル
広
が
っ
て
５

億
円
増
で
済
む
と
県
が

言
っ
て
き
た
」
と
宣
伝
し

た
。
計
画
は
現
在
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長　
全
体

の
事
業
計
画
に
つ

い
て
、
県
に
よ
る
再
設
計

業
務
の
完
了
後
、
茨
城
県
・

石
岡
市
・
桜
川
市
の
３
者

で
構
成
し
て
い
る
事
業
調

整
協
議
会
で
協
議
・
調
整

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

詳
細
な
工
事
内
訳
に
基
づ

い
た
具
体
的
な
事
業
計

画
、
工
種
工
程
を
お
示
し

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
学
校
統
合

こ
と
し
９
月
の
保

護
者
宛
て
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
、
大
和
駅
北

地
区
へ
の
坂
戸
・
大
国
・

雨
引
三
小
統
合
案
へ
の
賛

成
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た

か
。

教
育
部
長　
岩
瀬

西
・
大
和
両
中
の

回
答
数
は
１
０
０
０
件

で
、
そ
の
う
ち
賛
成
は
２

１
７
件
で
し
た
。

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り

ん
り
ん
ロ
ー
ド

や
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
活
用

し
た
誘
客
活
動
、
地
域
振

興
の
取
り
組
み
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
問
う
。
ま

た
１
年
を
通
じ
誘
客
等
の

受
け
皿
と
し
て
の
岩
瀬
駅

谷
貝
地
内
の
市
道

工
事
が
予
定
よ
り

か
な
り
遅
れ
て
住
民
か
ら

苦
情
が
出
て
い
る
が
、
完

成
は
い
つ
な
の
か
伺
う
。

建
設
部
長　
拡
幅

を
要
す
る
４
２
０

メ
ー
ト
ル
区
間
を
重
点
に

着
手
し
、
平
成
30
年
か
ら

進
め
る
計
画
で
し
た
が
、

予
算
の
関
係
で
休
止
し
て

い
ま
す
。
31
年
度
か
ら

３
ヵ
年
計
画
で
完
成
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

周
辺
の
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

は
、
県
や
沿
線
自
治
体
と

連
携
し
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
ち
ゃ
り
さ
ん
ぽ
」

サ
イ
ト
を
開
設
し
、
市
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
ト
イ

レ
、
食
事
処
、
コ
ー
ス
等

便
利
な
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

岩
瀬
駅
と
真
壁
駅
の
跡

地
を
活
用
し
、
サ
イ
ク
リ

ス
ト
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
沿
線
自
治

体
の
参
入
の
推
進
、
新
規

ル
ー
ト
の
開
設
、
サ
イ
ク

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

建
設
部
長　
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
の
始

点
、
終
点
で
も
あ
る
岩
瀬

駅
前
の
空
き
家
等
を
活
用

し
た
岩
瀬
休
憩
所
、
駅
前

広
場
を
一
体
と
す
る
利
活

用
は
、
駅
前
の
に
ぎ
や
か

さ
を
取
り
戻
す
上
で
も
魅

平
成
24
年
の
採
択

後
の
事
業
着
手
に

つ
い
て
、
通
学
道
路
が
危

険
な
の
で
、
３
地
区
の
区

長
か
ら
再
三
の
要
請
に
も

未
着
手
の
ま
ま
で
あ
る
。

早
急
の
対
応
が
必
要
と
思

う
が
、
市
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。建

設
部
長　
通
学

路
と
し
て
利
用
し

て
い
る
状
況
で
、
調
査
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長　
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
ま

す
。公

共
交
通
網

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ

が
10
月
か
ら
運
行

を
始
め
た
が
、
真
壁
地
区

か
ら
県
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
方
面
と
、
細
芝

力
的
な
計
画
が
膨
ら
み
ま

す
。
今
後
空
き
家
の
所
有

者
に
管
理
方
法
等
を
聞
き

取
り
、
観
光
施
策
、
空
き

家
の
利
活
用
を
進
め
る
計

画
を
あ
わ
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

高
森
工
業
団
地
入

り
口
交
差
点
改
良

高
森
工
業
団
地
入

り
口
交
差
点
整
備

の
取
り
組
み
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
高
森

工
業
団
地
入
り
口

交
差
点
部
の
改
良
を
求
め

る
意
見
書
を
県
知
事
、
公

安
委
員
会
委
員
長
へ
提
出

し
ま
し
た
。

　

提
出
後
、
交
差
点
改

良
右
折
路
増
設
で
事
業
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
交
差
点
部
改
良

の
測
量
設
計
業
務
を
発
注

し
進
行
中
で
す
。

　

今
後
、
本
年
度
内
に
補

正
予
算
を
計
上
し
用
地
交

渉
を
進
め
、
用
地
を
確
保

で
き
る
場
合
に
は
年
度
内

の
工
事
着
手
、
工
事
発
注

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

か
ら
上
谷
貝
、
前
原
を
経

由
し
て
さ
く
ら
が
わ
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
西
側

ル
ー
ト
の
考
え
は
あ
る
の

か
伺
う
。市

長
公
室
長　
真

壁
地
区
か
ら
県
西

部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

へ
の
ル
ー
ト
等
は
、
新
た

な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
ワ
ゴ
ン
の
巡
回
の

導
入
や
、
下
館
駅
方
面
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
検
証
し
、
市
内

全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
桜
川
市
の
地
域
ご
と
の
文

化
遺
産

・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
と
商
工
観

光
課
と
の
連
携

りんりんロード活用と
地域振興

桜川市内の
道路整備

道
路
の
維
持
管
理
・ 

交
通
網
の
整
備

真壁町谷
貝地区の
通学路

大和駅北地区

ヤマザクラGO




